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みんなでつくる"わ"のまち能代
日 ご ろ 心 掛 け て い る こ と に つ い て  

心掛けている どちらかといえば心掛けている どちらともいえない
どちらかといえば心掛けていない 心掛けていない わからない 記載なし

【凡例】

◆紙類などを資源ごみへ分別する

20年度

19年度

63.8％

62.6％

26.0％

25.9％

5.5％

5.1％

2.0％0.7％
2.0％

2.6％

1.5％
0.2％

2.1％
◆地域資源を活用した商品・製品を利用する

20年度

19年度

10.9%

9.3%

24.2%

24.9%

38.3%

35.5%

14.8%

14.4%

8.0%

9.6%

2.2%
1.6%

4.0%
2.3%

◆地元商店街や近所の商店を利用する

20年度

19年度

21.9% 25.5% 23.9% 13.8% 12.2%
1.6%2.2%

20.4% 25.3% 24.6% 14.2% 12.5%
0.7%

2.3%
◆災害などもしもの場合に普段から備える

20年度

19年度

7.8％

5.5％

22.2％

20.2％

28.2％

27.0％

23.3％

26.3％

13.9％

16.3％

4.0％
0.6％

0.9％
4.0％

◆自治会・町内会活動やボランティア活動などの市民活動へ参加する

20年度

19年度

15.8％

14.7％

23.5％

23.1％

25.9％

26.7％

17.5％ 15.3％

15.5％ 16.6％

0.7％
1.3％

1.5％
1.9％

◆地区の祭りや七夕・民俗芸能へ参加する

20年度

19年度

11.3%

13.8%

22.2%

19.9%

29.2%

25.9%

17.1%

18.5%

17.5%

16.4%

0.7%
2.0%

3.0%
2.5%

◆学んだ知識や特技を地区活動や行事などで発揮する

20年度

19年度

7.6% 14.8%

4.3%
14.7%

33.0%

33.1%

18.0%

19.1%

20.9%

22.5%

3.5%2.2%

4.0%
2.3%

「資源ごみへの分別」では、「心掛けている」「どち

らかというと心掛けている」あわせて（以下「肯定

的意見」という）昨年より1.3ポイント増の89.3％

とかなりの効率で意識されおり、増加傾向にあった｡

「地域資源活用商品・製品の利用」は「肯定的意見」

が微増しているが、なお一層の浸透が望まれる｡

「地元商店街などの利用」は「肯定的意見」が1.7

ポイント増の47.4％と、約半数の方の購買先選択肢

に入っている｡

「災害などへの普段からの備え」は「肯定的意見」

が4.5ポイント増と意識は浸透しつつあるが、

30.0％にとどまり、なお一層の浸透が望まれる｡

「市民活動への参加」は「肯定的意見」が1.5ポイ

ント増の39.3％となったが、「心掛ていない」「どち

らかというと心掛ていない」をあわせた（以下「否

定的意見」という）数値も0.7ポイント増の32.8％

となっている。

「地区の祭りなどへの参加」は「肯定的意見」「否

定的意見」ともに微減となり、「どちらともいえない」

が3.3ポイント増となっている。

「知識や特技を地区活動で発揮する」は「肯定的意

見」が3.4ポイント増と意識は浸透しつつあるが、

22.4％にとどまり、まだ少し消極的な面が伺える｡



からだの健康状態

心の健康状態

健 康 どちらかといえば健康 どちらでもない
どちらかと
いえば健康
でない

健康で
ない

わからない

記
載
な
し

23.9％

26.4％

40.2％

33.2％

15.7％

21.3％

12.4％

10.2％

6.2％

4.7％

0.3％1.3％

1.5％
2.7％

身近な
かかりつけ医が

身近な
かかりつけ薬局が

あ る どちらかと
いえばある な い

39.7％

30.6％

27.0％

21.7％

30.8％

43.0％

0.7％
1.8％

2.2％ 2.5％

どのくらい
運動やスポーツを

していますか

ほぼ毎日
17.7％

週３回
14.0％

週２回
8.9％

週１回
11.5％

月１～３回

8.0％

年３～４回

5.3
％

年１～２回 4.2%

まったくしない
28.9％

記載なし 1.5%

１日の
運動や
スポーツの
時間

15分未満
13.9％

15分～
30分

29.8％

30分
以上
54.5％

回答なし
1.8％

メタボリックシンドローム
と言う言葉は

知っていて
予防を実践
28.4%

言葉は
知っている

68.5％

記載なし 0.5％

毎日の睡眠で
休養が十分か

十分とれている
24.4%

だいたいとれている
57.0％

あまりとれていない
18.0％

記載なし 0.6％

わからない

記
載
な
し

知らない 2.6％

Ｑ コンポストなどによる堆肥化で
資源化に取り組んでいる

いる
17.1％

記載なし
2.2％

いない
80.7％ 処理方法

燃えるごみとして
87.1％

調理法や工夫で
素材を使い切る

10.4%

記載なし0.5％
その他 2.0％

生 ご み の 減 量 ・ 資 源 化 に つ い て  

あ な た 自 身 の こ と に つ い て  
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生ごみの資源化に取り組んでいると答

えた方は17.1％、取り組んでいないと

答えた方は80.7％となっている。

また、生ごみの資源化に取り組んでい

ないと答えた方のうち、生ごみの処理方

法については「燃えるごみとして出す」

が87.1％となっており、今後は、現在

燃えるごみとして処理されている生ごみ

の資源化に向けた取り組みを推進してい

きます。

20年度より新たに施行された特定健診・特定保健指導の周知により、

市民のメタボリックシンドローム予防に関する意識が高まり、運動を習慣

にする人の増加が伺える。また、心の健康について、健康と感じる人が昨

年より減少したことは、より自分の心を意識するようになったことや、経

済の低迷・様々な人間関係などでストレスを感じることが多く、睡眠で十

分な休養がとれない人もいたことが予想される。かかりつけ医や薬局を持

つ方の増加も、医師会の協力や薬局で発行するお薬手帳の普及や地域など

による啓発の効果が現れてきているものと考えられる。


